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1． はじめに

　 2010年 12月 12目、 シアライ ン の 通 過に伴い 庄内平野 で

突風 が観測され た 。 突風発生時の 総観場 ま、寒冷前線が通 過

した後の 弱 い 冬型 の 気圧配 置で （図 1）、シ ア ライ ン や突風

の 発生 を示唆す るよ うな場 では なか っ た。こ の よ うな状 況下

にお けるシア ライ ン の 形 成臘冓を理解する こ とは、科学的な

興味だけでは なく、突風発生の ポテ ン シ ャ ル を知 る意味で防

災上極めて 重要で ある。今回 この シ ア ライ ン の 構造解明を 目

的と してゾンデに よる糊 「擲 1」を行い 、さらに数値 シ ミュ レ

ーシ ョ ン に よっ て シ ア ライ ン の 形成機構 の解明を行 っ たの

で報告する。

図1．地 上天 気図 （2010年 12月 12 日 03JST）．

2． 突風発生時の 地上気象データの 特徴

　突風 発生の約半 日前に あたる 11 日 13JST 頃、寒冷前線

が庄内平 野を通過 し、風 向が西 よ りに変化 した が、顕著な温

度低下 は見 られ なか っ た （猪 H他 ；2011春季大会）。そ の 後

12 日 01：20aST　1頁、撫 蹴 W 一   ）と約 3
度の 温度低下 を伴っ たシ アライ ン （SLI）が庄内空港を通過 し

（図 2）、滑走路東側 の 観測点で は 22，6m！s の 最大瞬間風速

が観測された （図略）。 そ して、05：3〔冠ST 頃風向がさらに

北寄 りに変化 し、約 2度の急嗷な温度低下 を伴 っ たシアライ

ン （SL2）が通過 し、滑走路西 側の 観測点にお い て 最大瞬間風

速 23．2m ！s の 突風が 観測され た （図 2 ）、ドソ プ ラ
ーレーダ

ーに よる観測に よっ て 、この 時上空に マ イ ソサイク ロ ン の存

在が確認 されて い る。
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3，観測されたシアラインの鉛直構造

　酒 田の ウィ ン ドプロ フ ァ イ ラ に よる と、SLI は 高度約

700m 以下 での み検出され 、 風向の 変化が明瞭で ある こ とが

分か る （図 3）。 SL2 は高度約 1．5  に達 し、風 が さらに北

寄 りに変化 してい るが、高度 600m 以 上 で シ ア が よ り顕著

な構造 となっ てい る。こ の SLI の温度構造を明 らか にする

日的で ゾン デに よる集中観測 撮 大 30分毎の 観 期 を行っ

たttそ の 結果、　SL1 は、高度約 700m まで約 3K の 大きな

水平温位傾度を もっ てお り、高度約 1．3  まで弱い 温位傾

度を伴っ て い るこ とが 明 らか になっ た （図略）。 これ らの こ

とか ら SLI は ごく薄い ド層寒気の流入に伴うものだっ たと

言え る。
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図 3．ウィン ドプロ ファイラ（酒田）による風向 （シェ イド，360度）・風
速（長矢 羽根；5m ／s）の 時間一高度断面図．但し、地上データは

酒田特別地域気象観測所の 値を使 用，

4， 数値実験

　 シ ア ライ ン の 詳細な構造 と形成臠冓の 解明を 国的と して 、

気象庁 NHM を用い て水平解像度2km の 実験を行 っ た。初

期値、境界値にiよ 11 日0〔MST の 気象庁領域解析MANAL

を使用し、33 時間積分を行っ た。その 結果、寒冷前線を伴

っ た低気王の 中心 が朝鮮半島か ら沿海州に沿っ て 北北東進

したために、朝鮮半島付け根の 長白山脈の 影響を強く受けて、

後面の 大陸からの 寒気の 流入が遅れた こ とが 明らか になっ

た。そして 、本事例で は大 陸か らの寒 気 の 南下が弱か っ たた

めに、長白山脈南周 りの寒 気の 流 出 が弱 く、日本付 近 で は ほ

とん ど温度低 「を伴っ て い なか っ た。そ の た め長 自山脈北側

か ら口本海へ 流出 した 寒気 （図 4）の南側 の 境界は、大き な

温度傾度 ・
シ ア を伴 うこ とに な り、SL1 を形成した。　 SL2

の 構造 と形成躑 冓につ い て は発表当 H議論する予 定で あ る。
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図 2．庄内空港（滑走路西側）における地上気象データ（風向 1上段

実線、気品1上 段破線、賊 羂且風速；下段）の 時系列，

図4．01：00JSTの 庄内平野沿岸 〔SL1周 辺）を起 点として計算した

トラジェ クトリ解析の 結果（水平面へ 投影）
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